
評価結果市町村受理日

事業所独自の理念はつくられていないが、管理者は法人の理念を基に、利用者から学び、「共に笑顔で」過ごせるよう
に、日々切磋琢磨して互いを高めあっていくよう職員を指導している。開設から２年目の現在、職員一人ひとりに余裕
が生まれ、利用者に対して笑顔で穏やかに対応できるようになり、ひいては利用者の笑顔に繋がっている。メニューは
ユニットごとに利用者の好みや栄養面を考えて職員が交代で1カ月分を作り、旬の山菜や野菜などの差し入れがあっ
た場合は柔軟に変更し、家庭的な食事になるよう心がけている。介護計画の策定、実行、評価、見直しといったサイク
ルが出来ており、現状に即した介護計画を作成し実施している。計画に排泄について盛り込み、リハビリパンツをはい
ていても、個人にあった声掛け誘導介助を行い、トイレでの排泄の自立を支援して布パンツに改善した人もいる。管理
者は地区公民館の生きがいサロンで認知症について話をしたり、地域防災訓練にも参加して災害時には事業所を避
難場所として使えることなどを伝えており、地域とのかかわりも徐々に増えてきている。




















